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世帯196, 314
男309, 029
女300, 486
計609, 515(前月より214人増)

肉の産直・魚の安売り始まる手をつなぐ、買う人・売る人・つくる人

ととまるとこ
ろを知らない狂乱物価。この冊のなか

で
、私たち
は必死乃生活防衛に追いまくら
れ匸い
ます。

毎日
、家計をあすかる主婦の苦闘公
そ
いているわけ

で
すが、生産者も販
売業者も。決して
例外ではありま

せん。区で
は少しで
もお役に立つ
よう、区民のみなさ

んや業者の方と手
を結んで
、消費生活対策に総力をか

たむけています。皆さん待望の
産直や、安売り
デーも

十二
月からはじめることになりました
。今後と
もご理

解とご協力をわねかいします
。

肉の産地直送

区で
は
、食生活安定の
】助にと
、

啄肉の
産地直送販売事業をはじめ

ることになりました
。これは
、東

京祁食肉環境衛生同
業組合千僅・

足弌涓支部
(店舗約二二〇店
)の

協力を得て
、茨城県奎産ミ
ート
セ

ンター
で
生産、パッ
ク詰めされた

豚
肉を、利
益昂一度外視した安価で

台所にお届けするもので
す。

○
実
施
地
区
と
実
施
日

実施は十二月からで
、区内を二

地区に分け、それぞれ月二回行な

います。
第
一
地
区
y
=
千
住
と
日
光
街
道
以
東
の
区
域
で
、
第
二
週
。
第
四
週
の
水
曜
日

第
二
地
区
…
巳
爿
孩
璢
£
廼
び
。
漑
以
で
、
第
二
週
・
第
四
週
の
金
曜
日

くわし
くは『
別図を黔照して
く

ださい
(昭和五十年

一
月は第四週のみ
実

施します
)。

○品目
と価格

品目・・
¶コ
Iス、モ

气
カタ
(肩
)バラ

肉、各種とも約二百

グラム入の
パ
ご
詰

価格・・・通常価格の

約二割～
三
割引

数量・・
I店舗
あたり約六十。勹

○販売方法

取扱い
店「
豚肉産直協力の涜

の黄色い垂れまくを店頭にかかけ

一ています。

販売日
には、価格を記入した表

示
板を掲示して
あります。

豚肉産直の店

魚の安売りデー

区では
、関東
水産物商葉協同組

合千
住・
西新井両支部
(店舗約一

九〇
店
)の協力を得て
、魚の安売り

デー
タ設けるこ
とになりました
。

実
施
は
、
十
二
月
か
ら
で
毎
月
第
三

週
の
t
嗔
皃
。
』
。
す
。
値
段
は
、
通
常
価

格の
約二
割引きを目安として販売

します
。

対象品は
、特売品一
品
、支
部統

一
選定の
ものと
、そのほか加盟店

独自で選
定のお買綿品を原則とし

て二品で
す
。

魚の
安売りは
、組合加盟店の出

血サー
ビスです。「
魚の安売り
協

力の店」と書いた、青色の垂れま

くのあるお店て販売し
ます。

魚の安売り協力の店

肉の産直実施地区

消費生活
対 策

ウーン、何でも高くなったわね(大門商店街)

よりよい消費生活のために
消費者展開催
十二月六日・
七日

区で
は、足立区消費

者友の
会と共催で
十二

月六・
七日の両日
にわ

たり、第四回足立区
消

費者展を鬨催します。

この消費者糜は、足

立区消費者友の会の
会

員か、より賢い消費者

となるために、日頃勉

強し、研究し
あって
き

たこ
とを発表・展示し、

広く区民のみなさんに見学してい

ただくために開催するものです。

物価高に悩み、より安全な商品

や
'求めていろ消費者のみなさんに

とって、少しで
も合理的で
瀝かな

消費生活をきずくための参考にな

ると思います。

なお、当日は、各種生活用品な

どの即
売会や、楽しい景品のあた

る福引も、たくさん用
意して
あり

ますので
、お誘い合わせのうえ、

こ
利用くださるようお待ちしてい

ます
。

日時
-十二月六日
(金
)午前十時

～
午後四
時・
七日
(土
)午前十

時～
午後三
時

会場
-区産業振興館二
階
ホール

(区役所隣り
)

□
展
示
コ
ー
ナー

▽
食生活コ
ーナー・・・旬日の
澹生話

上で
無駐な点・
食料品の皿目
な

とについて
、研
究したこ
とを発

表するとともに、家庭で
もでき

る食品添加物の
簡易テス
トを実

施し
ます

▽アイ
デアコ
ーナー・・・家庭内での

不用品
を工夫、
改良し、
再生し

た作品
を晨示し、
作成方法など

を展示し
ます

▽流通コ
ーナー・・・生鱗食品の流通

経路をパネル表示します

「
口応
難

▽生活設計コ
ーナー・・・日
篇の生活

をどの
ように改善すれば、
より

合理的な生活ができるかを説明

します。
専門コ
ンサル
タントに

よる生盾相談も行ないます

▽消費者友の会コ
ーナー・・・消費者

友の会の
内容・
合同
実験農園な

どの活動状況につ
いて
パネルの

展示をします

▽着付コ
ーナー・・和服の
着付けを

専門家ふ
I招いて実技指導

▽健康管理コ
ーナ
ー・・・専門医師に

よ
る血巳測
定などの簡易
健康診

断・
健康相談を実施
(午後一
時
~

二時
)

□即売品コ
ーナー

衣
料品・
婦
人
靴・
ハン
ド
バ
y

ク
ーハン
ドバ
yクハン
ガー・
オデ

ン種など。

資源愛護を訴える

環境づくり区民大会

十一
月七日、環
境づくり区民大

会が盛大に鬨かれまし气

ことしは、賢源問題
が大きくと

りあげられてい
る折から、不用品

父換会やアイデアコ
ーナー・
電

気、ガス。水道の
節約コ
ーナーな

どを設け
、二
千人を超す参加者で

賑いました
。

今後も資源愛護を

不用品交換コ
ーナー
では、一
、石

匕四点の出品
があり二
、〇
七六点

が売り上
げられ、売り上げ金は三

十四万三千二百二
十円でし气

今後とも、賢源
愛護運動にご協

力くださるとともに、地域で
もこ

の運動に取り紿んで
くださるよう

お願いし
ます。

なお、売り上げ金の一
部と寄付

出品者の方の売り上
げ金を足立区

社会福祉協議会に寄贈させていた

だきまし
た。また、売れ残っ
た品

拘は、申し
出により、救皀軍
呻田協

会に寄贈させて
いただきまし气

こ
協力いただきました区
民のみ

なさんに、紙上をかりてお礼申し

上げます
r。

花婿花嫁さんや～い
身障者青年の集い

去る十一
月十七日
足立動労福

祉会館で
、足立区身体障害者福

祉協会主催の「
青年の

集い
」
(写真
)
'
が
"催

されました。

身体に障害があるた

めに婚期
が遅れがちだ

っ
たり、世話をしてく

れる機会
も少ない
身障

者のために、希望者を

一
堂にあつめ、仲をと

り
もとうというもの
。

当日の
参加者は百二

十七人、う
ち女性は四

言一名と約三分の一
。東京都下

の市町村、
横浜、川崎、遠くは

山梨県からの
参加もあり会場は

満員の
盛況。胸
に
つ
け
た
番
号
札
の
順
に
自
己
紹
介
の
あ
と
、

ゲ
ー
ム
「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど
こ
に
」
が
終
る
こ
ろ
に

は
、
楽
し
そ
う
に
話
し
合
つ
て
い
る
力
y
プ
ル
も
ち

らほら
。

さて
、あなたの希望

する人の
番号は
?。相

手方希望投票
もなかな

か慎重
。

贏
望が合った同志

につ
いて
は
、協会が責任そ
もっ

て仲をとりもちます
。仲人
もつ

とめます
」と会畏の百目鬼さん
。

ちなみに今まで十四組の実紋

がある
。
三年目の今年は
、たくさんの

組がゴー
ルインするようみなさ

ん応援して
ください。

適正価格を知ろう!
消費者による合同実験農園

足立区消費者友の会
(会長飯

沼文子
)と伊興地区生活学校
(委

員艮岩井はな
)では、現在伊輿

町において合同実
験農園を実施

中で
す。

昨年末以采の石
油パニ
'

クにはじまっ
た諸物価

の
高騰は、農産物をはじ

め生鮮食料品にも大きな

影響をもたらし、家庭を

守る消
費者を悩ませてい

ます。
そこで、消費者が自ら

の手で
農産物を
栽
培
し

て
、その生産コ
スト
、流

通経略、市場価格などに

つ
いて
勉強するために、

この実
験農園を開催した

ものて
す。

地元の土地所有者が好

卷的に農地を無償提供して
くれ
t

こ
とから、計画は順調に進み、

六月には「
大豆
」をつ
くり、八

月には「
大根」の顧
をまきまし

气

真夏の炎天下
にもかかわら
ず、

種蒔き、除草、消毒等会員の皆食

んの献身的
労働
奉
仕により、
f

豆、大根とも予想を大幅に上廻
X

収
穫量て
し气収穫量

▲大豆
約三斗
(種豆約

一
升
)▲大根
約五千本

なお、収穫し
た大豆は、

今後納豆
を製造する予定

で
、大根の一
部は、区民

のみ
なさんに原価で
提供

し、
(北千
住駅前で
十一

月二
十五日に即
売会
を行

なっ
た
)残りは会員の皆

さんで分け
あいまし
た。

この実
験農園では
、農

産物の
適・卍価格、無添加

食品、純正
食品等につい

て勉強し
合って得た知識

はもちろ
ん、生産者の苦労も充分

認識し、生産の
尊さを学
び
ま
し

气
こ
れからも土地提供者の
協力

が得られれば、農園活動を続けて

行く予
定て
す。

12月のセンター・児童館・老人館だより
□
東部区民福祉センタ
ー
　六○五
-五一〇一

■
子
ど
も
餅
つ
き
大
会
1
八
日
(
日
)
午
前
十
時
■
老
人
健
康
相
談
-
十
八
日
〈
水
)
午
後
一
時
三
十
分
■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

―七日
(土
)午後一
時・・・材料費七百円
■袋物手芸
-十

日
(火
)午後一
時・・・材料費三千円
(亰袋
)、千五百円
(ぺ

て
勹
ク
)
■クリスマス子ども会丿二十二日
(日
)午後

一
時三
十分

□
中部区民福祉センタ
ー
　
八八九
1四六六一

■
老
人
慰
安
映
画
会
-
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
■
老
人
茶
道
教
室
-
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
・
老
人
偽
康
相
談
-
十
八
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
■
老
人
書
道
教
室
一
八
日
(
日
)
午
後
一
時

□西部区民福祉セン
ター
　八九七
-五〇一
六

■
子
ど
も
と
老
人
の
餅
つ
き
会
-
八
日
(
日
)
午
後
二
時
■
老
人

将棋大会一
十一
日
(水
)午前十時三
十分・・・定貝
五十名
、申

込みは十日
(火
)まで
一
老人健康相談
-十七日
(火
)午

後一
時三十分
■子どもクリスマス
会
-二十二日
(日
)午

後二
時

□千住区民福祉セン
タ
ー
　八八二
-二七六五

■
職員とおとしよりの
懇談会―十日
(火
)午後一
時三十分

■
老入
舞踊教室
-十
五
(
水
)午前十時三十分
■老人囲

碁大金一
十こ日
(木
)午前十時三十分・・・定員四十名
、申込

み
受付中
一
クリスマス
子ども会
-二十二日
(日
)午後一

時三
十分

□西伊興児童館
　

八九七上六九四八

■
二
周
年
記
念
ク
リ
ス
マ
ス
金
I
二
十
日
(
金
)
～
二
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
・
・
・
展
示
会
、
二
十
―
日
(
土
)
午
後
三
時
…
お
た
の
し
み

会
、
二
十
二
日
(
臼
)
午
後
三
時
・
・
・
映
画
会
■
ギ
タ
ー
教
室
―
二

十一
日
(土
)を十四日
(土
)に変更

□
新田
児童館・
老人館
　
九二〒三四二一

■老人舞踊練習
-十一日・
十八日
(水
)午前十時
■年忘

れ映画会
-十九日
(木
)午後一
時
■老人民謡教室一
十三

日
(金
)午後一
時

□
千住あずま児童館・老人館
　八八二土
二一
八

■紙芝居大会
-八日
(日
)午後一
時三十分

□
教育セン
ター
　

八五〇一
八八〇一

■
プラネタリウム一
般投影
-毎週木曜日
1午後六時三十分

毎週
土曜日
=午後一
時三十分・
午後三
時・
午後六時三十分

■レコ
ードコ
ンサートト
毎週木皿日午後六時

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　

八五〇
-二
六一
七

■
文化ししゅ
う
I十三日
(金
)午後一
時…教材費九百円

■
料理
教室
-十
五
(水
)午後一
時三十分
=・教材賢三百円

■老人マッサージー七日
(土
)午前九時三十分
■ペーパ

クラフトー十四日
(土
)午後二時

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

□健全の家が十一
月二十三日に

移転しました

所在地
-神明南町八八
　六二〇一
五Ξ六三

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 1111第二庁舎889- 6161足立福祉事務所888一3141中部福祉事務889一1481東部福祉事務所605- 7105西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る

―
手
づ
く
り
年
賀
状
の

す
す
め
―

物
価
で
明
け
、
吻
価
で
I
れ
よ
う

と
し
て
い
る
一
九
七
四
年
。
こ
ん
な

イ
ラ
イ
ラ
の
最
中
、
年
賀
状
な
ど
、

と
ん
で
も
な
い
と
抽
考
え
の
方
も
お

い
で
で
し
ょ
う
。

ま
あ
ま
あ
、
ち
″
つ
と
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
あ
わ
た
だ
し
く
、
に
が
に

が
し
い
日
常
だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
は

お
互
に
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ

る
時
間
も
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

元
日
の
J
。
遠
く
に
い
る
旧
友
や

囘
飛
か
ら
と
ど
い
た
一
枚
の

年
賀

状
。
少
々
'
』紙
切
れ
の
中
に
、
も
り

き
れ
な
い
温
か
さ
か
、
あ
ふ
れ
で
る
S

じ
か
し
ま
す
。

そ
れ
が
ま
し
て
、
手
づ
く
り
の
も

の
や
、
心
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
年
賀
状
づ
く
り

を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
オ
イ
ソ
ガ
氏
に

年
賀
状
は
自
筆
の
も
の
か
一
番
で

す
。
し
か
し
、
暇
の
な
い
方
は
印
刷

業
者
へ
が
大
都
分
。
最
近
は
技
術
も

進
歩
し
、
き
れ
い
な
カ
ラ
ー
刷
り
の

年
賀
状
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
カ
ラ
ー
刷
り
は
高
い
お

金
が
か
か
り
ま
す
。
営
業
用
な
ら
と

も
か
く
、佃
人
で
は
高
級
す
き
ま
す
。

手
頃
な
、
白
黒
の
写
真
入
り
の
も

の
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。
版
代
は

い
ま
の
相
場
で

】セ
ン
チ
四
万
で
約

八
円
か
ら
十
円
ぐ
ら
い
。
カ
ラ
ー
刷

り
の
約
五
分
の
一
で
す
。
枚
数
か
多

け
れ
ば
一
枚
当
り
の
単
価
は
安
く
な

り
ま
す
。
は
が
き
半
分
の
写
真
入
り

二
百
枚
で
す
と
約
二
千
五
百
円
に
な

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
活
躍
し
て
い
る
姿
か

直
接
、
相
手
に
新
年
の
挨
拶
を
し
ま

す
。
余
白
に
は
近
況
な
ど
忘
れ
す
に

そ
え
て
く
だ
さ
い
。

自
作
の
詩
や
俳
句
を

印
刷
屋
さ
ん
に
頼
ひ
に
し
ろ
、
自

分
で
ガ
リ
バ
ン
を
使
っ
て
刷
る
に
し

ろ
、
唯

。あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
-

だ
け
で
は
工
夫
が
足
り
ま
せ
ん
。

自
作
の
時
や
俳
句
な
ど
を
入
れ
て

み
て
は
い
か
か
。
た
と
え
出
来
ぱ
え

は
稚
拙
で
も
、
相
手
に
伝
わ
る
心
は

倍
増
す
る
こ
と
う
け
あ
い
。

ア
レ
ッ
。
あ
い
つ
、
こ
ん
な
し
や

れ
た
趣
味
も
あ
っ
た
の
か
と
、
あ
な

た
の
評
価
が
ぐ
う
ん
と
上
が
る
と
い

う
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に

版
画
を
便
っ
た
年
賀
状
も
い
い
も

の
で
す
°

ん
専
門
家
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
そ

れ
が
か
え
っ
て
面
白
い
と
き
も
あ
り

ま
す
。

小
、
中
学
校
の
工
作
の
教
程
の
な

か
に
は
、
版
画
な
ど
を
つ
く
る
時
間

が
あ
り
ま
す
。
子
供
連
の
ア
イ
デ
ア

を
入
れ
て
I
緒
に
つ
く
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

木
版
や
、
イ
モ
版
な
ど
は
、
学
校

で
便
う
彫
刻
刀
が
あ
れ
ば
、
比
較
的

短
時
間
で
つ
く
れ
ま
す
。
た
ぶ
ん
、

お
子
さ
ん
の
方
か
上
手
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
が
母
と
子
の
共
同
製
作
な
ん

て

、
ほ
ほ
え
ま
し
い
年
賀
状
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
ウ
サ
ギ
の
耳
か
す
こ

し
お
か
し
く
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

家
中
で
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
の
も

た
の
し
い
も
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
、
人
間
ど
う
し
さ

ら
に
温
か
い
つ
な
が
り
が
で
き
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
、
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
年
賀
状

づ
く
り
を
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

足
立
の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
6
0
)

―
―
旧
梅
田
村
か
い
わ
い
　
そ
の
六
―
―

勝

山

準

四

郎

楔
教
祖
井
上
正
鋏
が
ご
二
宅
鳥
へ
流
卵
に
な
っ

た
時
、
門
人
た
ち
に
与
え
た
歌
が
、
神
明
神
社
に

遺
詠
碑
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。

敵
ら
ぱ
敗
れ

敵
り
て
ぞ
花
は
根
に
か
え
る

、実
を
桔
ぶ
ぞ
と

ひ
と
は
知
ら
ず
や

明
冶
二
十
七
年
門
人
た
ち
が
、
建
て
た
も
の
で

あ
る
が
、
は
げ
し
い
気
迫
を
S
ず
る
歌
で
あ
る
。

明
冶
維
新
に
よ
っ
て
、
正
鉄
の
遺
骨
も
帰
界
が

赦
さ
れ
、
谷
中
と
梅
田
村
遍
照
院
に
分
骨
し
て
埋

卵
さ
れ
た
。
硯
在
そ
の
基
地
は
、
遍
照
院
と
隣
合

っ
た
稲
荷
神
社
の
社
殿
裏
の
片
隅
に
、
正
鉄
夫
妻

と
門
人
た
ち
の
轟
石
か
建
ち
並
ん
で
い
る
。

そ
の
遍
照
院
は
、
神
明
神
社
前
の
王
子
道
を
、

更
に
西
に
進
み
梅
田
堀
に
近
い
北
側
に
あ
る

。
風

土
記
稿
に
は
「
曽
光
山
と
号
す
。
新
義
真
言
宗
本

木
村
吉
律
院
末
。
本
尊
大
日
を
安
ず
一
と
の
み
妃

載
さ
れ
、
創
飃
な
ど
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
寺
に

伝
わ
る
天
和
年
間
(
一
六
八

】～
)
の
妃
録
や
、

元
録
年
号
の
轟
石
な
ど
か
ら
み
る
と
、
江
戸
初
期

の
闘
基
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も

当
寺
は
、
当
地
区
公
立
学
校
発
足
の
地
で
あ
る
。

明
治
十
五
年
当
寺
の
本
堂
を
仮
校
舎
と
し
て

、

栂
島
村
と
栗
原
村
の
有
志
に
よ
っ
て
股
立
さ
れ
た

の
が
、
楳
(
う
め
)
栗
小
学
で
。
現
在
の
梅
鳥
小

学
校
の
前
身
で
あ
る
。
記
録
に
よ
る
と
開
設
時
の

児
重
数
は
男
子
二
十
五
名
、
女
子
十
五
名
計
四
十

名
で
あ
る
。
今
の
地
域
内
の
小
学
児
重
数
に
く
ら

べ
る
と
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
む
の
が
あ
る
。

こ
の
遍
照
院
の
隣
か
柮
荷
神
社
で
あ
る
。
当
社

は
音
の
格
で
言
う
『
村
社

』で
、
梅
田
村
の
鎮
守

社
て
あ
る
。
現
社
殿
は
叩
和
二
十
七
年
の
再
建
。

そ
の
後
塊
内
も
整
備
さ
れ
た
の
で
す
っ
き
り
し

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
水
舎
の
手
洗
石
に
文
久

元
年
九
月
と
肉
太
に
刻
ま
れ
て
い
る
外
。
古
い
も

の
は
見
当
ら
な
い
。そ
の
代
り
境
内
槓
に
、氏
子
八

町
会
の
神
輿
庫
か
、
ず
ら
り
一
列
に
並
ん
で
礁
っ

て
い
る
の
は
壮
観
で
あ
る
。
江
戸
末
期
民
家
百
四

十
軒
人
口
七
百
人
の
村
か
、
八
町
会
に
ま
で
発
展

し
た
姿
を
ま
ざ
ま
さ
と
示
さ
れ
、
正
に
鎮
守
匐
稲

荷
さ
ま
の
ご
神
徳
と
申
す
も
の
で
あ
ろ
う

。

社
務
所
前
の
道
路
に
面
し
て
、
二
体
の
青
面
金

剛
像
か
あ
る
。
庚
申
塔
で
あ
る
か
、
左
手
の
像
の

台
座
が
揩
道
標
を
兼
ね
て
い
る
。
東
西
南
北
そ
れ

ぞ
れ
に
何
々
道
と
行
先
を
教
え
て
い
た
も
の

だ

が
、
肝
心
の
文
字
は
、
は
が
れ
て
し
ま
っ
て
読
み

と
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
形
の
喙
は
現
在
区
内
に

数
体
残
っ
て
い
る
か
、
や
さ
し
い
昔
の
人
の
心
つ

か
い
が
偲
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

当
社
の
例
祭
は
九
月
九
日
と
定
め
ら
れ
て
い
た

が
、
な
ぜ
か
雨
に
た
た
ら
れ
る
こ
と
か
多
か
っ
た

と
か
で
、
千
佳
あ
た
り
の
口
恵
は
、
梅
田
の
『
足

駄
祭
』
と
略
し
た
な
ど
伝
わ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
今
の
話
で
は
な
い
。

さ
て
こ
こ
で
王
子
道
を
再
び
旧
道
に
樊
り
、
脚

を
北
に
進
め
二
つ
目
の
道
を
又
西
に
向
う
と
、
間

も
な
く
佐
竹
稲
荷
が
あ
る
。
区
立
九
中
南
門
の
前

で
あ
る
。
小
さ
い
柯
で
あ
る
か
、
鳥
居
だ
け
は
ぎ

っ
し
り
立
並
ひ
、
い
か
に
も
お
稲
荷
さ
ん
ら
し
い

楫
え
で
あ
る

。
そ
れ
も
そ
の
筈
こ
の
柯
か
、
佐
竹

徳
寿
丸
抱
羣
敷
鬼
門
除
の
稲
荷
社
で
あ
る
。

(
つ
づ
く
)

小さい鳥居が立菫ぶ佐竹稲荷

―
守
ろ
う
緑
・
み
ん
な
の
宝
―

樹
木
の
保
存
に
助
成
金

「
緑

」は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め

に
、
ど
ん
な
に
大
切
で
あ
る
か
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
開
発
が
進
ひ

に
つ
れ
て
、次
第
に
臧
っ
て
き
ま
し
た
。

と
く
に
、
大
き
な
樹
木
や
っ
っ
そ
う

と
し
た
森
は
、
も
う
め
っ
た
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
緑
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
い
ま
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
巨

木
や
森
を
守
り
続
け
る
こ
と
は
、
そ
れ

に
も
増
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

区
で
は
今
度
、
―
定
基
串
以
上
の
樹

木
や
樹
林
を
「
保
護
樹
(
林
)
」
と
し
て

指
定
し
、
所
有
者
が
緑
を
守
り
続
け
て

い
く
た
め
に
、
補
助
金
を
出
す
制
度
を

も
う
け
ま
し
た
。

個
人
の
も
の
で
も
、
神
社
・
寺
院
の

も
の
で
も
結
構
で
す
。
ど
う
ぞ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

〔
保
存
樹
木
な
ど
の
指
定
基
準
と

助
成
額
〕

樹
木
|
目
通
し
幹
囲
り
一
・
五
メ
ー
ト

ル
以
上
で

、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル

を
こ
え
る
健
全
な
樹
木
。
一
本

に
対
し
て
年
額
三
千
円
を
助
成

樹
林
1
樹
林
の
面
積
か
三
百
平
方
夕
―

ト
ル
以
上
の
健
全
な
樹
林
。
一

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
年
額

士
一
円
を
助
成
。

申
込
み
先
-
区
役
所
緑
化
係
ま
で
。

「
ね
た
き
り
老
人
」の
方
へ

暖
か
い
正
月
を

師
走
を
ひ
か
え
、
日
増
に
寒
さ
が
厳

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
か
い
冬
を

迎
え
る
た
め
「
ね
た
き
り
老
人
」
の
方

に
、
老
人
福
祉
手
当
〈
十
二
月
期
)
の

支
払
い
と
見
舞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

□
老
人
福
祉
手
当

(十
二
月
期
の
支
払
)

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に

支
給
さ
れ
て
い
る
「
老
人
福
祉
手
当
」

の
十
二
月
期
の
支
払
い
か
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

支
払
金
額
1
こ
万
五
千
円

支
払
通
知
-
十
二
月
二
十
五
日
ご
ろ
、

発
送
の
予
定

支
払
方
法
1
支
払
通
知
一

が
届
い
て
か

ら
、
摺
定
銀
行
な
ど
で
受
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
支
払
金
額
の
内
訳
は
、

八
月
・
九
月
分
ー
月
額
五
、0
0
0

円

十
月
・
十
一
月
分
一

月
額
七
、
五
〇
〇

円
の
合
計
額
で
す
。

□
見
舞
品
の
贈
呈

(
二
次
分
)

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
を

ね
き
ら
う
た
め
、
年
一
回
見
舞
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
七
月
一
日
以
降
に
老

人
福
祉
手
当
を
請
求
さ
れ
た
方
に
、
次

に
よ
り
見
舞
品
を
贈
り
ま
す
。

期
日
一

十
二
月
中
旬

品
名
I
シ
ー
ツ
二
枚

な
*
'

腰
当
す
る
方
で
見
舞
品
が
屆

か
な
い
と
き
は
、
区
役
所
老
人
助
成
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
家
庭
へ

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
入
院
助
産
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
、
相
談
受
付
け
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
妊
産
婦

が
入
院
し
て
、
分
べ
ん
す
る
必
要
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
に
そ
の

費
用
の
全
額
ま
た
は
一
郎
を
、
支
払
う

こ
と
が
困
難
な
家
庭
の
た
め
の
制
度
で

す
。

資
格
要
件
-
つ
き
の
三
つ
の
要
件
に
該

当
す
る
ご
家
庭
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

▽
前
年
分
所
得
税
(
国
税
)
額
か
九
千

六
百
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
前
年
分
所

得
税
額
の
わ
か
る
も
の
(

原
泉
徴
収
奈
、
確
定
申
告
書
の
陛
)

▽
前
年
度
特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る
も

の
(
納
税
決
定
通
知
一
ま
た
は
課
税

証
明
書
)

v
健
康
保
険
証

7
母
子
手
帳

7
印
か
ん

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
あ
な
た
の
庄

所
地
を
管
轄
す
る
、
裲
祉
事
務
所
相
談

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
に

口
座
振
替
と
は
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど

の
自
助
支
払
い
と
同
様
に
、
金
融
機
関

が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
、
ご
指
定
預
金

口
座
か
ら
、
自
助
的
に
保
険
料
を
納
税

す
る
し
く
み
で
す
。

申
込
み
手
続
1
区
内
の
金
融
機
関
(
郵

便
局
は
除
く
)
へ
国
民
年
金
手
帳
と
頂

金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印
か
ん
を
持

参
し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

聞
合
せ
先
-
区
役
所
国
民
年
金
課
記
録

叫
へ
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
3
)

映
山
差
別
裁
判
①

さ
る
十
月
三
十
一
日
狭
山
差
別
裁

判
・
判
決
公
判
に
お
い
て
、
東
京
高

裁
寺
尾
最
判
畏
は
、
無
実
の
部
落
弯

年
石
川
一
雌
さ
ん
に
対
し
、
『
無
期

酩
役
』
と
い
う
許
す
こ
と
の
で
き
な

い
差
別
裁
利
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
ま
て
、
八
十
二
回
に
お
よ
ぷ

闘
廷
審
癩
の
中
で
、
石
川
さ
ん
は
完

全
に
無
実
で
あ
り
。
無
罪
刈
決
以
外

に
あ
り
え
な
い
こ
と
か
、
科
学
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
い
っ
さ
い
ふ
み

に
じ
り
、
部
落
差
別
を
か
え
り
み
る

こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
判
決
を
下

だ
し
た
こ
と
に
対
し
、
当
日
日
比
谷

公
園
に
集
ま
っ
た
部
落
解
放
同
盟
を

は
じ
め
、
労
組
・
民
主
団
体
な
ど
三

万
を
こ
え
る
大
衆
は
、
爾
身
に
怒
り

を
ご
め
て
東
京
高
裁
を
糾
弾
し
た
。

差
別
裁
判
反
対
を
も
と
め
る
三
百

六
十
万
の
署
名
と
二
百
六
十
八
の
孀

会
決
議
を
無
硯
し
、
正
義
と
真
実
を

ふ
み
に
じ
っ
て
ま
で
、
強
行
さ
れ
た

こ
の
狭
山
差
別
裁
利
と
は
一
体
何
て

あ
る
の
か
、
何
ゆ
え
に
差
別
裁
判
か

強
行
さ
れ
た
の
か
を
、
数
回
に
わ
た

っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
t
郎

八
五
〇
-
七
七
六
九
)

掲
示
板

■
原
付
自
転
車
の

登
録
に
あ
た
っ
て

住
居
表
示
に
倬
い
。
扇
一
～
三
丁

目
&
ひ
西
粫
井
本
町
こ
丁
目
牙
定
置

場
と
す
る
、
原
動
機
付
自
転
車
の
新

現
登
録
手
碗
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
こ

ろ
で
取
り
扱
い
ま
す
。

扇
二
丁
目
-
第
一
課
税
係
(
本
庁
内
)

扇
一
・
Ξ
丁
目
、
西
新
井
本
町
二
丁

目
-
第
二
課
税
係
(
第
二
斤
舎
内
)

■
区
民
ス
ケ
ー
ト

ス
ク
ー
ル
を
開
催

期
日

―月
こ
十
五
日
(
土
)
～
一
十

六
日
(
日
)
(

出
発
は
ご
一
十
五

臼
午
後
七
時
区
役
所
前
)

場
所
-
日
本
ラ
ン
ド
ス
ヶ
―
卜
場

参
加
費
1
三
、
八
〇
〇
円
(
小
学
生

は
三
、
五
〇
〇
円
)

定
員
―
百
十
名

申
込
み
先
-

―
月
十
一
日
(
土
)
ま

で
に
ツ
バ
メ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
店
(
千

住
三
一
五
、　
八
八
八
一

八
三
三

一
)
ほ
か

聞
合
せ
先
-
教
育
委
員
会
体
青
課
へ

■
区
民
駅
伝
大
会
を

開

催

開
催
日
時
-

―
月
十
I
百
(

日
)
午

前
九
時

場
所
-
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
～
江
北
橋
)

チ
ー
ム
編
成
-
一
般
及
ぴ
高
校
の
郎

は
一
チ
ー
ム
監
督
一
名
・
遇
手
五

名
・
補
欠
こ
名
。
中
学
の
都
は
I

校
ニ
チ
ー
ム
ま
で
で
、
一
チ
ー

厶

監
督
―
名
・
選
手
十
名
・
補
欠
二
名

参
加
費
格
ー
区
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
万

申
込
み
方
法
-
チ
ー
ム
名
・
部
別
・

走
者
順
位
・
選
手
氏
名
・
住
所
・

年
令
・
一
話
番
号
を
明
紀
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
締
切
-
十
二
月
二
十
五
日
(

水
)
午
後
五
時
ま
で

申
込
み
先
』‐
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

(〒
1
2
0足
立
区
千
住
仲
町
5
8
)

■
区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
タ
ベ

日
時
-
十
二
月
十
二
日
(
木
)
午
後

六
時
三
十
分

場
所
1
区
立
千
寿
第
三
小
学
校

費
用
匚
無
料

連
絡
先
1
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
八
八
一
-
九
〇
六
五

■
区
民
ス
キ
ー

教
室
を
開
催

▽
第
一
次
(
初
・
中
級
者
の
み
)

期
日
-
一
月
十
七
日
(
金
)
～
一
十

日
(
月
)
ご
二
泊
四
日
(
五
食
付
)

場
所
l
新
潟
県
小
出
ユ
キ
ー
場

募
集
人
員
-
百
二
十
五
名
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

会
費
一

七
、
九
〇
〇
円
(
な
お
利
用

又
通
機
闘
は
息
行
列
車
を
使
用
)

▽
第
二
次
(
初
・
中
・
上
級
者
)

期
日
-
二
月
十
五
日
(
土
)
～
十
八

日
(
火
)
、
三
泊
四
日
(
五
食
付
)

場
所
1
新
潟
県
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場

募
集
人
員
-
百
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

金
費
―
一
】
、八
〇
〇
円
(
な
お
利

用
交
通
機
関
は
デ
y
ｙ
ク
ズ
バ
ス

・
補
助
席
は
便
い
ま
せ
ん
)

ま
た
、
第
一
次
・
第
二
次
分
と
も

参
加
資
格
1
区
内
在
住
、
在
動
、
在

学
者
で
菁
十
八
歳
以
上
の
方

申
込
み
方
法
-
十
二
月
十
日
(
火
)
か

ら
受
付
、
所
定
の
申
込
み
用
紙
に

妃
入
の
う
ぇ
、
会
費
を
忝
え
て
直

接
体
冐
諌
ま
で
、
申
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
先
-
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

休
講
の
お
知
ら
せ

区
内
各
会
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
年
末
年
始

の
た
め
次
の
と
お
り
休
講
し
ま
す
の

で
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
十
二
月
十
六
日
(
月
)
～
蓖
十

年
一
月
十
九
日
(
日
)
ま
で

■

受

の

献

血

を

十
二
月
の
献
血
日
程

十
一
日
(
水
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
日
(
金
)
東
都
福
祉
セ
ン
タ
ー

ニ
十
四
日
(
火
)
第
十
二
出
彊
所

二
十
五
日
(
水
)
第
二
庁
舎

二
十
七
日
(
金
)
本
木
小
学
校

二
十
八
日
(
土
)
北
千
庄
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
(
た
だ
し
、
午
前
十

―時
三
十
分

か
ら
午
後
〇
時
三
十
分
ま
で
は
、
昼

食
休
憩
時
間
)
ま
で
で
す
。

■
足
立
郵
便
局
か
ら

お
知
ら
せ

年
賀
郵
便
物
を
ス
ム
ー
ズ
に
取
り

扱
う
た
め
、
保
険
関
係
業
務
は
恵
口

取
り
扱
い
を
除
い
て
、
足
立
郵
便
局

中
央
本
町
分
室
へ
移
転
し
ま
す
。

‘

移
転
場
所
-
中
央
本
町
三
―
九
一

一

六
、　
八
四
〇
-
六
二
四
七
～
八

移
転
期
間
一
十
二
月
九
日
(
月
)
か

ら
一
月
十
一
日
(
土
)
ま
で

寄
付
―
育
英
賢
金
と
し
て
十
万
円

日
下
部
籖
(
青
井
ニ
ー
四
一

七
)

第
九
出
張
所
・
第
七
出
張
所
が

移
転
し
ま
す

□
第
九
出
帳
所

青
年
館
改
築
工
事
の
た
め
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
改
築
工
事
も
一
都
終
了
し
、

青
年
館
の
一
階
部
分
に
移
り
、
業
務

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

所
在
地

西
新
井
一
丁
目
四
-
一
七

事
移
開
始

十
二
月
十
六
日
(
月
)

か
ら

一
話

八
九
〇
-
四
三
三
一
(
今
ま

で
と
司
じ
で
す
)

□
第
七
出
張
所

旧
成
和
僮
用
金
庫
本
木
支
店
の
I

物
に
移
転
し
。
次
の
と
お
り
業
務
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

所
在
地

関
原
二
丁
目
三
五
-
二
四

事
務
開
始

昭
和
五
十
年
一
月
四
日
(

土
)
か
ら

電
話

八
八
九
-
〇
三
七
七
(
前
と

同
じ
で
す
)

問
合
せ
は
、
区
役
所
区
民
都
曾
理

係
へ
。

第7出張所案内図
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